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ここに、研修医がひとしきりカルテ記載をした症例がある。しかし診断はついていない。上級医に
相談すると、カルテを見て「〇〇病かな…」とつぶやいた。「電子カルテ」のどこを見て、そう判
断したのだろう？
上級医は、いぶかしげな研修医を患者のもとへ連れ出すと、病歴と身体所見を丁寧にとり、「〇
〇病ですね」と患者さんに説明を始めた。上級医は「ベッドサイド」で何を見つけたのだろう？
その後、上級医と研修医は電子カルテの前に戻ってきた。上級医はつぶやく、「うーん、なんてカ
ルテに書こうかな…」。やや困り顔の上級医だが、どうタイピングするのだろう？
ベッドサイドの患者情報をすべて言語化し、電子カルテに記載することはできない。その間には見
えざる「壁」があり、一部の情報が言語として移動すること邪魔している。本特集では、この
「壁」をシームレスに行き来している達人医師に筆を振るってもらう。彼らが「電子カルテ」と「ベ
ッドサイド」の間で情報や言葉をどう往来させているのか、その秘技を伝授する。読者は、それ
を真似して「電子カルテを見たい、書きたい」、さらには「ベッドサイドに行きたい！」、そんな衝動
を抑えられなくなるに違いない。

│特集│電子カルテと     ベッドサイドの壁を電子カルテと     ベッドサイドの壁を

打ち破る！打ち破る！
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電子カルテと     ベッドサイドの壁を電子カルテと     ベッドサイドの壁を
患者情報の「言語化」への挑戦
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